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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 　就労継続支援A型　あめ・はる

住　所
　 山形県寒河江市本町２丁目５番１５号

 　BMスクエア２　３F北

　0610700221

　山岸　真人

　令和7年度電話番号 　080－3349－0276

連携先企業名 株式会社　NKパッケージ 担当者名

連携活動を継続する中で、障がいのある方がそれぞれの持ち味を生かしながら、責任感を持って仕事に取り組む姿に触れる機

会が増え、障がい者雇用に対する理解がより深まっている。人手不足が課題となっている業種であることから、連携そのもの

が業務を支える力にもなっており、あわせて障がいのある方が地域の中で継続して活躍できる場づくりにもつながっていると

感じている。実際に連携を進めることで、企業側にとっても作業の安定や業務効率の向上といった効果が見られており、今後

も相互に意義のある取組として連携を深めていきたい。

連携先の企業等の意見または評価

代表取締役　専務

金成　亮太

場所　山形市大字十文字1880

　　　(株式会社NKパッケージ第3工場)

日程　基本　月・火・木・金・土曜日

時間　9：15～15：15

活動　野菜や果物の袋詰め、ネット詰め等のパッケージング

利用者数　15

【地域連携活動のねらい】

地域の企業等と連携した実践的な作業機会を確保することで、利用者が働くことの意義や役割を実

感しながら、就労に必要な力を身につけられる場とする。また、地域のニーズに応じた作業に継続

して取り組むことで、働く意欲の向上と工賃向上につなげていく。

【地域にとってのメリット】

地域の企業にとっては人手不足を補う一助となり、福祉事業所との連携を通じて障がいへの理解を

深める機会にもなる。また、地域の中で多様な人材が役割を持って働く環境づくりにつながること

が期待される。

【対象者にとってのメリット】

一般企業と関わる作業に取り組むことで、実際の仕事の流れや求められる姿勢を学びながら、就労

に必要な知識や技能を高めることができる。あわせて、自分の仕事が地域や企業に役立っているこ

とを実感しやすく、就労への意識や自信の向上につながる。

【実施した結果】

地域の企業と連携した作業に取り組むことで、利用者が一般就労に近い環境で働く経験を重ねるこ

とができた。こうした経験を通じて、働くことへの意識や就労に対する意欲が高まり、一般就労に

結びついた事例も見られた。

【得られた成果】

生産活動収入の向上に加え、利用者が役割を持って働くことへの手応えを感じられるようになり、

仕事に対する意識や意欲の向上につながった。また、企業との連携による実践的な作業経験が、自

身の強みや可能性への気づきに繋がり、仕事に対する自信を深める成果も見られた。

【課題点】

一人ひとりの特性に応じた役割分担を行うことで安定した作業につながっている一方、役割が固定

化しやすい傾向もある。今後は、本人の安心感に配慮しながら、段階的に経験の幅を広げ、作業の

柔軟性や対応力を高めていく工夫が必要である。
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